
平成２６年８月１４日

【速報】台風1１号の大雨による道路交通への影響について

台風１２号･台風１１号により、８月１日（金）から８月１０日（日）ま
でに、高知県仁淀川町森山では過去５年間の８月の平均降水量（365mm/月）
の約５倍にあたる１，８５８ｍｍの降雨を観測しました。

この大雨による道路交通への影響を速報としてとりまとめましたので、
お知らせします。

＜概要＞
（１）高速道路と直轄国道の通行止めの状況について

○８月１０日(日)には、高速道路９路線９箇所、直轄国道６路線１７
箇所で通行止めが発生。

（２）本四高速の通行止めに伴う交通量の変化について
○神戸淡路鳴門道が通行止めの８月９日（土）は、瀬戸大橋が迂回路と

して機能。
○神戸淡路鳴門道と瀬戸大橋が通行止めの８月１０日（日）は、しまな

み海道が迂回路として機能。

（３）高知市内への交通量の状況について
○台風１２号･台風１１号による通行止めにより、高知市内への断面交通

量は８月３日（日）で約５割、８月１０日（日）で約４割減少。
○８月４日（月）は、国道１９４号の交通量が約１万台増加、高松･松山

方面への迂回路として機能。
○８月１０日（日）は、高知自動車道の交通量が８月３日（日）（台

風１２号）と比べ約１万台増加。

（４）高知発着の高速乗合バスへの影響について
○高知発着の高速乗合バスは、神戸淡路鳴門道が通行止めの８月９日

（土）は、京阪神や関東･中部便において、瀬戸大橋を迂回ルートとし
て利用。

○神戸淡路鳴門道と瀬戸大橋が通行止めの８月１０日（日）は、四国
内外の路線においてしまなみ海道を迂回ルートとして利用。

○四国内では、高知～徳島間の路線において、徳島道の通行止めにより
並行する国道１９２号を迂回ルートとして利用。

国土交通省 四国地方整備局 道路部 道路計画課

※本施策は、四国圏広域地方計画「No.5圏域の連携による発展に向けた地域力向上
プロジェクト」の取組に関連します。
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た なか まもる

道路計画課長補佐 森本 英二 電話（087）811-8322 ［直通］
もり もと えい じ



通行止め状況は、
平成26年8月10日（日） 6時00分時点

台風１１号の大雨による 高速道路･直轄国道 の通行止め状況について

○台風１１号に伴い、国道３３号（高知県仁淀川町森山）で連続雨量が８２４mmを記録するなど四国４県で大雨となった。

○その影響で、８月１０日（日）６時００分時点で高速道路は９路線９箇所、直轄国道は６路線１７箇所で通行止めとなった。

○特に、神戸淡路鳴門道で３７時間、国道３３号では３１時間の通行止めとなった。

凡例

高速道路の通行止め（９路線９箇所）

直轄国道の通行止め（６路線１７箇所）

国道33号（高知県仁淀川町 森山雨量観測施設）雨量観測データ
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連続雨量
８２４ｍｍ

（8/8 6:00～8/10 10:00）

最大時間雨量
４５ｍｍ

（8/8 14:00～15:00）

８月８日（金） ８月９日（土） ８月１０日（日）

徳島県

香川県

高知県愛媛県

今治･小松
自動車道

【台風12号･11号の総雨量（8/1～8/10）】
国道３３号 仁淀川町森山 １，８５８ｍｍ
森山での８月平均降雨量の約５倍
※四国管内の直轄国道 雨量観測施設集計データより
※森山の８月平均降雨量は、過去５年間（Ｈ２１～２５）の平均値

しまなみ海道

瀬戸中央道

森山雨量観測施設

（高知県仁淀川町森山）

通行止め期間（高速道路と直轄国道）

路線

徳島自動車道
（徳島県）

高松自動車道
（香川県）

松山自動車道
（愛媛県）

高知自動車道
（高知県）

今治小松自動車道
（愛媛県）

神戸淡路鳴門道

瀬戸中央道

中村宿毛道路
（高知県）

宇和島道路
（愛媛県）

国道１１号
（徳島県、愛媛県）

国道３０号
（香川県）

国道３２号
（徳島県～高知県）

国道３３号
（高知県～愛媛県）

国道５５号
（徳島県～高知県）

国道５６号
（高知県）

8月9日
（土）

8月10日
（日）

8月11日
（月）

１１時間

１５時間

３６時間

３３時間

２３時間

３４時間

３７時間

１４時間

５時間 ８時間

３１時間

２９時間

５時間

１１時間

１２時間

国道３２号 延べ通行止め期間

平成26年8月2日（土）14:50
～8月12日（火）14:00

約１０日間

２３９時間



本四高速の通行止めに伴う交通量の変化について

○８月９日（土）は、神戸淡路鳴門道が通行止めとなり、瀬戸大橋の交通量が約２割増加し迂回路として機能。

○８月１０日（日）は、神戸淡路鳴門道及び瀬戸大橋が通行止めとなり、しまなみ海道の交通量が約２割増加し迂回路として機能。
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凡例（図面）
交通量計測箇所

※１ 交通量は、県境における断面交通量
※２ 交通量は、車両感知器による速報値
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高知市内への交通量の状況について

○台風12号・台風11号による幹線道路の通行止めにより、高知市内への断面交通量は8月3日（日）で約5割、8月10日（日）で約4割減少。

○8月4日（月）は、国道194号の交通量が約１万台増加しており、高松・松山方面への迂回路として機能。

○8月10日（日）は、高知自動車道の交通量が8月3日（日）（台風12号）と比べ約１万台増加。
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凡例（図面）
交通量計測箇所

194

N

-3-

0

5

10

15

20

25

30

7/27

(日)

7/28

(月)

8/3

(日)

8/4

(月)

8/10

(日)

8/11

(月)

①国道１９４号
国道194号(いの町)

※高知県警察トラカンデータ
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台風１１号による高知発着の高速乗合バスへの影響

○高知発着の高速乗合バスは、神戸淡路鳴門道が通行止めの８月９日（土）は、京阪神や関東・中部便において、瀬戸大橋を迂回ルートとして利用。

○神戸淡路鳴門道と瀬戸大橋が通行止めの８月１０日（日）は、四国内外の路線においてしまなみ海道を迂回ルートとして利用。

○四国内では、高知～徳島間の路線において、８月９日（土）は徳島道の通行止めにより並行する国道192号を迂回ルートとして利用。

出典）高知県交通(株)高知営業所への聞き取り調査結果

京阪神・
関東･中部

京阪神・
関東･中部

 

京阪神・
関東･中部

京阪神・
関東･中部

 
福岡・広島

凡 例

通常ルート

迂回ルート

凡 例

通常ルート

迂回ルート

８月９日(土)の迂回状況 ８月10日(日)の迂回状況

14:10大阪発→高知便
約2時間の遅れ

14:10大阪発→高知便
約1時間の遅れ

-4-

高知発着の高速乗合バスの運行状況

※１．運行便数は往路・復路の合計。

通常 8月9日(土） 8月10日(日） 8月11日(月）

京阪神
（京都・大阪・神戸） 32 13  (瀬戸大橋を経由) 12  (しまなみ海道を経由) 30

関東・中部
（東京・名古屋） 4 2 4  (しまなみ海道を経由) 4

中国
（岡山・広島・福山） 24 21 1  (しまなみ海道を経由) 24

高松 26 26 17 26

松山 10 6 0 10

徳島 8 5  (徳島道→R192号を経由) 0 8

九州
（福岡） 2 0 2  (しまなみ海道を経由) 2

計 106 73 （運休　33） 36 （運休　70） 104 （運休　2）

目的地
運行便数 （便/日）※１

（20:20高知発：瀬戸大橋を経由）

（20:25東京発：しまなみ海道を経由）


